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現在の
勤務先

を

どのよ
うにし

て

見つけ
ました

か。

転職が
得になる国、
ならない国
実行するかはともかく、働く人なら誰でも一度は考えるのが転
職である。転職のきっかけ、転職手段、転職後の雇用形態、年収
や昇進への影響、それらの男女差……日本の常識は通用せず、
これまたお国柄がくっきりと表れている。
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転
職
の
実
態

「
こ
ろ
こ
ろ
転
職
」の
本
質
は

３
年
未
満
離
職
率
の

高
さ
に
あ
り

「
彼
ら
は
こ
ろ
こ
ろ
転
職
す
る
」―

―

外
国
人

社
員
の
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
に
頭
を
悩
ま
す
日
本
企

業
は
多
い
。
現
地
法
人
に
お
い
て
は
、
日
本
と

同
じ
雇
用
シ
ス
テ
ム
（
長
期
雇
用
を
前
提
に
採

用
し
育
成
す
る
）
は
通
用
し
な
い
の
で
は
。
そ

ん
な
議
論
も
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
各
国
の
転
職

実
態
を
見
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
図
表
３

－

１

－

１
に
転
職
回
数
の
平
均

値
を
示
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
雇
用
の
流
動
性
を

示
す
指
標
と
し
て
活
用
さ
れ
、
先
進
国
と
比
べ

て
日
本
が
低
い
と
い
っ
た
特
徴
が
語
ら
れ
て
き

た
数
値
だ
が
、
今
回
の
デ
ー
タ
に
お
い
て
も
、

日
本
が
最
も
低
い
。
逆
に
高
め
な
の
が
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
で
、
日
本
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
約
半
分
し
か
な
い
。
た
だ
し
、

冷
静
に
見
る
と
い
ず
れ
も
１
回
前
後
と
さ
ほ
ど

大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
デ
ー
タ
で
も
あ
る
。

転
職
経
験
者
の
割
合
が

最
も
高
い
の
は
日
本
の
女
性

　
詳
細
を
見
る
た
め
に
、
20
代
と
30
代
と
に
分

け
、
男
女
別
に
転
職
回
数
の
分
布
を
見
て
み
よ

う（
図
表
３

－

１

－

２
）。
ま
ず
20
代
を
見
る
と
、

転
職
未
経
験
者
の
割
合
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
、

韓
国
男
性
（
81
・
８
％
）
や
ア
メ
リ
カ
男
性

（
72
・
９
％
）
で
も
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
韓

国
男
性
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
と
お
り
、
入
社

年
齢
が
そ
も
そ
も
高
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

　
次
に
30
代
を
見
る
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
で
は
４
回
以
上
も
転
職
し
て

い
る
人
が
２
割
を
超
え
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
お
い
て
は
、
３
回
転
職
組
も
含
め
る
と
５

割
近
く
に
も
な
る
。
た
だ
し
、
注
意
し
た
い
の

が
、
同
時
に
転
職
未
経
験
者
も
３
割
前
後
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。
皆
が
転
職
を
繰
り
返
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。

　
ま
た
、
20
代
で
転
職
未
経
験
者
が
多
か
っ
た

日
本
、
韓
国
男
性
、
ア
メ
リ
カ
男
性
の
数
値
が
、

30
代
に
な
る
と
随
分
他
国
の
そ
れ
に
近
づ
い
て

い
る
。
転
職
未
経
験
者
の
割
合
で
見
る
と
、
男

性
は
高
い
順
に
「
ベ
ト
ナ
ム＞

ア
メ
リ
カ＞

韓

国＞

中
国
・
日
本＞

イ
ン
ド＞

タ
イ＞

イ
ン
ド

ネ
シ
ア＞

マ
レ
ー
シ
ア
」、
女
性
で
は
「
イ
ン

ド＞

ア
メ
リ
カ＞

中
国＞

ベ
ト
ナ
ム＞

韓
国＞

マ
レ
ー
シ
ア＞

タ
イ＞

イ
ン
ド
ネ
シ
ア＞

日

本
」
と
並
ぶ
。
な
ん
と
、
日
本
の
女
性
が
男
女

合
わ
せ
た
な
か
で
最
も
転
職
経
験
者
の
割
合
が

高
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
詳
細
を
見
る
と
、
日
本
人

の
転
職
経
験
率
は
30
代
で
は
決
し
て
低
く
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
転
職
経
験
者
の
転

職
回
数
が
少
な
い
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
、
こ
れ

が
、
先
ほ
ど
見
た
「
転
職
回
数
の
平
均
」
指
標

で
、
日
本
人
が
あ
ま
り
転
職
し
な
い
よ
う
に
見

え
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
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3-1-1
3-

1

転職回数（平均） 

0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0
1.2
1.4
1.6
1.8 

中
国

1.09

韓
国

0.99

イ
ン
ド

1.23

タ
イ

1.54

マ
レ
ー
シ
ア

1.59
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

1.64
ベ
ト
ナ
ム

1.19

ア
メ
リ
カ

1.16

日
本

0.87

回



０回

100％806040200

1回 2回 3回 4回以上

中国
男性
女性

韓国
男性
女性

インド
男性
女性

タイ
男性
女性

マレーシア
男性
女性

インドネシア
男性
女性

ベトナム
男性
女性

アメリカ
男性
女性

日本
男性
女性

3-

1０回

100％806040200

1回 2回 3回 4回以上

中国
男性
女性

韓国
男性
女性

インド
男性
女性

タイ
男性
女性

マレーシア
男性
女性

インドネシア
男性
女性

ベトナム
男性
女性

アメリカ
男性
女性

日本
男性
女性

初職継続３年未満

100％806040200

中国
男性
女性

韓国
男性
女性

インド
男性
女性

タイ
男性
女性

マレーシア
男性
女性

インドネシア
男性
女性

ベトナム
男性
女性

アメリカ
男性
女性

日本
男性
女性

初職継続３～６年未満

初職継続それ以上 転職経験なし

日
本
人
に
は
少
な
い 

初
職
で
３
年
以
内
に
辞
め
る
人

　
採
用
か
ら
ど
れ
く
ら
い
経
つ
と
辞
め
て
し
ま

う
の
か
。
初
職
に
お
け
る
就
業
継
続
期
間
を
比

較
し
て
み
た
い
。
長
期
的
な
結
果
を
得
る
た
め

に
、
以
下
、
20
代
は
除
外
し
、
30
代
の
デ
ー
タ

に
限
定
す
る
。
図
表
３

－

１

－

３
を
見
る
と
、

多
く
の
国
に
お
い
て
、
転
職
経
験
者
の
う
ち
の

ほ
と
ん
ど
が
３
年
未
満
に
転
職
し
て
い
る
。
次

に
、（

　
）
に
示
し
た
、
転
職
経
験
者
に
占
め

る
３
年
未
満
転
職
者
の
割
合
で
比
較
す
る
と
、

日
本
が
５
割
強
で
あ
る
の
に
比
べ
、
韓
国
（
女

性
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
女
性
）
と
マ
レ
ー
シ

ア
（
男
性
）
で
は
８
割
前
後
、
他
の
国
に
つ
い

て
も
７
割
弱
か
ら
７
割
半
ば
と
高
い
。
一
方
、

そ
の
日
本
で
は
、
３
年
以
上
勤
務
し
て
か
ら
辞

め
る
人
の
割
合
が
ほ
か
と
比
べ
て
高
い
の
で
あ

る
。
ア
ジ
ア
の
他
の
国
で
は
、
辞
め
る
人
は
す

ぐ
辞
め
る
。
転
職
を
繰
り
返
す
人
も
い
る
。
転

職
未
経
験
者
の
割
合
は
大
き
く
変
わ
ら
な
く
て

も
、
こ
れ
ら
の
違
い
が
、「
彼
ら
は
こ
ろ
こ
ろ

転
職
す
る
」
と
い
う
印
象
を
強
め
て
い
る
。

　
正
し
く
は
、「
彼
ら
は
す
ぐ
転
職
す
る
、
そ

し
て
、『
一
部
が
』
こ
ろ
こ
ろ
転
職
す
る
」
で

は
な
い
か
。
た
だ
し
、
こ
の
「
一
部
」
の
割
合

が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
で

は
比
較
的
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
揺
る
ぎ
な
い

事
実
で
あ
る
。
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3-1-2
転職回数の分布

30代

40.7 18.6 25.7 8.8 6.2

40.3 17.1 20.2 14.7 7.8

44.0 20.6 13.5 12.8 9.2

39.4 14.1 12.7 16.2 17.6

38.7 15.3 16.1 13.7 16.1

50.4 13.4 17.6 10.9 7.6

35.8 10.0 13.3 20.8 20.0

25.4 15.1 18.3 20.6 20.6

29.6 12.2 20.0 17.4 20.9

27.9 14.4 17.3 16.3 24.0

31.5 8.1 13.7 19.4 27.4

24.1 10.3 17.2 22.4 25.9

47.2 14.2 11.0 16.5 11.0

40.1 10.9 17.5 18.2 13.1

45.9 16.4 18.9 6.6 12.3

41.7 20.5 9.4 16.5 11.8

40.7 31.3 14.0 10.0 4.0

22.0 32.7 27.3 8.7 9.3

20代

53.7 17.9 20.1 4.53.7

45.8 28.2 14.8 10.6 0.7

81.8 11.7 3.6 2.2 0.7

62.0 16.9 12.0 7.0 2.1

52.1 20.5 12.8 7.7 6.8

56.1 10.6 18.7 10.6 4.1

44.1 22.0 21.3 10.2 2.4

49.2 24.2 14.1 10.2 2.3

46.2 14.6 22.3 12.3 4.6

45.9 21.3 12.3 12.3 8.2

49.2 21.1 14.1 11.7 3.9

55.6 13.7 14.5 12.0 4.3

59.0 15.1 17.3 3.65.0

58.9 11.0 11.6 13.7 4.8

72.9 7.6 9.3 5.15.1

57.4 19.4 10.9 7.0 5.4

70.7 21.3 4.0 3.3 0.7

70.7 21.3 5.3 2.7

初職継続期間（現在30代） 

41.6（70.1） 13.3 4.4 40.7

45.7（76.6） 10.1 3.9 40.3

39.0（69.6） 14.2 2.8 44.0

49.3（81.4） 9.2 2.1 39.4

44.4（72.4） 12.9 4.0 38.7

35.3（71.2） 13.4 0.8 50.4

48.3（75.3） 11.7 4.1 35.8

56.3（75.5） 14.3 4.0 25.4

55.7（79.0） 7.8 7.0 29.6

51.0（70.7） 14.4 6.8 27.9

46.8（68.2） 17.7 4.0 31.5

60.3（79.5） 13.8 1.8 24.1

37.0（70.1） 47.211.0 4.7

41.6（69.5） 12.4 5.8 40.1

34.4（63.6） 13.9 5.8 45.9

41.7（71.6） 15.0 1.6 41.7

32.0（53.9） 20.0 7.3 40.7

40.0（51.3） 27.3 10.6 22.0

※（　）の数字は、転職経験者中に占める割合である
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　日本では考えにくいことだが、他
のアジアでは、勤め人であろうと、
副業に従事するのが当たり前だとよ
く耳にする。今回の調査では、現在
の主な仕事からの収入とは別に、「他
の仕事からの収入額」も聞いている。
ここに記入した人を「副業者」とと
らえ、その割合を比較してみた（残
念ながら、日本人を対象にした調査
ではこの設問はない）。
　その数値は、ベトナムの57.９％

アジア副業実情――どのくらいの割合が従事し、
いくら稼いでいるのか

を筆頭に、インドネシア（53.８％）、
中国（52.９％）、タイ（50.５％）
と続き、他の国でも４割を超える。
アメリカは３割である（図表３－１
－４）。　　　
　さらに驚くのは副業で稼ぐ額であ
る（図表３－１－５）。本業収入を
100とした場合、50以上という割
合が、マレーシア49.２％、アメリ
カ40.９％、インド38.７％、インド
ネシア36.２％、ベトナム33.８％と

なった。100を超える割合もマレー
シアでは２割を超える。調査対象者
が、本業においてフルタイムで働く
人がほとんどであることを考慮する
と、不動産収入などの不労所得が含
まれている可能性もあるが、副業が
失業に対するリスク管理になってい
ることは間違いない。雇用不安が高
まる日本人にとっては何ともうらや
ましい話である。
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100％806040200

中国

韓国

インド

タイ

マレーシア

インドネシア

ベトナム

アメリカ
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中
国

韓
国

イ
ン
ド

タ
イ

マ
レ
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シ
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イ
ン
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ベ
ト
ナ
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ア
メ
リ
カ

0
10
20
30
40
50
60

52.9

10未満 10～20未満 20～50未満

本業を100とした場合の副業収入額

50～100未満 本業以上

28.4 34.5 22.9 12.8 1.4

42.0 23.3 21.4 8.0 5.3

25.5 22.1 13.7 22.4 16.3

23.7 19.7 28.6 20.9 7.1

16.7 14.0 20.2 28.7 20.5

19.3 17.4 27.1 25.9 10.3

15.0 21.7 29.5 23.4 10.4

29.0 17.5 12.6 25.1 15.8

3-1-5

44.0
40.8

50.5 40.3
53.8
57.9

31.0
副業収入あり
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退
職
理
由
と
転
職
手
段

「
賃
金
へ
の
不
満
」が
圧
倒
的
で
、

プ
ル
型
転
職
が
多
い
　

転
職
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

転
職
の
き
っ
か
け
と
な
る
退
職
理
由
、
な
か
で

も
初
職
の
そ
れ
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
（
図
表

３

－

２

－

１
）。
日
本
と
韓
国
を
除
く
す
べ
て

の
国
で
、
最
も
数
値
が
高
い
の
が
「
賃
金
へ
の

不
満
」、
次
が
「
労
働
条
件
や
勤
務
地
へ
の
不

満
」（
中
国
の
み
「
会
社
の
将
来
性
や
雇
用
安

定
性
へ
の
不
安
」
が
来
る
。
ア
メ
リ
カ
は
「
契

約
期
間
の
満
了
」
も
同
率
２
番
目
）
と
共
通
し

て
い
る
。
韓
国
も
１
番
目
と
２
番
目
の
順
序
が

逆
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
選
択
項
目
は
変
わ

ら
な
い
（
た
だ
し
、「
会
社
の
将
来
性
や
雇
用

安
定
性
へ
の
不
安
」
も
同
率
２
番
目
）。
一
方
、

日
本
で
「
賃
金
へ
の
不
満
」
が
あ
っ
て
退
職
し

た
人
は
、
た
っ
た
5
・
1
％
、
退
職
理
由
順
位

は
９
番
目
と
い
う
低
さ
で
あ
る
。

　
選
択
項
目
の
集
中
度
に
も
特
徴
が
あ
る
。
１

番
目
と
２
番
目
の
選
択
率
を
足
す
と
、
中
国

50
・
９
％
、イ
ン
ド
53
・
４
％
、タ
イ
46
・
９
％
、

マ
レ
ー
シ
ア
45
・
２
％
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
51
・

７
％
、
ベ
ト
ナ
ム
53
・
０
％
と
、
半
数
前
後
に

も
な
る
。
一
方
で
、
回
答
が
分
散
し
て
い
る
の

が
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
日
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら

３
カ
国
で
は
、
離
職
理
由
が
多
様
化
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。

　
日
本
に
つ
い
て
見
る
と
、
１
番
目
が
「
労
働

条
件
や
勤
務
地
へ
の
不
満
（
16
・
７
％
）」
で
、

あ
と
は
「
仕
事
内
容
へ
の
不
満
（
12
・
９
％
）」

「
会
社
の
将
来
性
や
雇
用
安
定
性
へ
の
不
安

（
11
・
２
％
）」「
人
間
関
係
へ
の
不
満
（
10
・

２
％
）」
と
わ
ず
か
な
差
で
続
い
て
い
る
。

〝
寿
〞退
職
が
多
い
の
は 

日
本
と
イ
ン
ド
だ
け

　
男
女
別
に
見
た
離
職
理
由
の
特
徴
に
も
触
れ

て
お
く
。
多
く
の
国
で
男
女
別
に
見
て
も
傾
向

は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。
女
性
に
と
っ
て
大
き

な
理
由
と
な
り
う
る
「
結
婚
・
出
産
・
育
児
・

介
護
の
た
め
」
で
退
職
す
る
の
は
、
イ
ン
ド
女

性
（
11
・
５
％
、
３
番
目
に
高
い
理
由
）
と
日

本
女
性
（
14
・
３
％
、
１
番
目
の
理
由
）
で
、

他
の
国
で
は
選
択
率
が
非
常
に
低
い
。
た
だ
し
、

こ
の
調
査
は
現
在
働
い
て
い
る
人
を
対
象
に
し

て
い
る
た
め
、
退
職
し
働
い
て
い
な
い
人
は
対

象
外
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
次
に
転
職
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て
見
て
み
た

い
。
図
表
３

－

２

－

２
は
、
現
在
の
仕
事
に
転

職
し
た
き
っ
か
け
が
、「
転
職
活
動
は
し
て
い

な
か
っ
た
が
、
勧
誘
さ
れ
た
」
と
い
う
プ
ル
型

転
職
の
割
合
を
示
し
て
い
る
。
な
ん
と
マ
レ
ー

シ
ア
（
57
・
９
％
）
や
タ
イ
（
50
・
８
％
）
は

過
半
数
の
数
値
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
イ

ン
ド
（
45
・
３
％
）、
韓
国
（
42
・
６
％
）、
中

国
（
41
・
７
％
）、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
40
・
０
％
）

が
高
い
。
逆
に
低
い
の
は
、日
本
（
16
・
０
％
）

と
ベ
ト
ナ
ム
（
22
・
２
％
）
で
あ
る
。
こ
の
2

国
以
外
で
は
、
転
職
を
本
人
が
希
望
し
て
い
な

く
て
も
、
引
き
抜
か
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高

い
の
で
、
注
意
が
必
要
だ
。

　
最
後
に
、
転
職
先
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
け
る

の
か
、
転
職
手
段
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。

な
お
、
こ
の
設
問
は
日
本
人
を
対
象
に
し
た
調

3-

2
70 8060 90 100％
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進学や
資格取得のため その他

仕事内容への不満
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査
に
は
入
れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
以
外
の
国

で
の
比
較
に
な
る
（
図
表
３

－

２

－

３
）。
先

述
し
た
新
卒
時
の
就
職
手
段
に
比
べ
る
と
、
大

学
の
役
割
は
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
、

人
に
よ
る
紹
介
と
い
う
２
つ
の
手
段
に
大
別
さ

れ
る
。
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
中
身
は
ほ
と
ん
ど
が

就
職
サ
イ
ト
や
就
職
情
報
誌
と
い
っ
た
メ
デ
ィ

ア
で
あ
り
、
人
材
紹
介
会
社
は
少
な
い
。

　
つ
ま
り
、
先
ほ
ど
の
プ
ル
型
転
職
は
、
家
族

や
知
人
に
よ
る
引
き
抜
き
だ
と
い
え
る
。
そ
の

他
、
２
つ
の
手
段
の
各
国
の
違
い
は
、
新
卒
時

と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。
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タ
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転
職
の
影
響

「
日
本
の
常
識
」は「
ア
ジ
ア
の
非
常
識
」か

　
転
職
に
よ
っ
て
、
待
遇
も
含
め
た
働
き
方
は

ど
う
変
化
す
る
の
か
。
ま
ず
、
転
職
経
験
者
の

初
職
と
現
職
に
お
け
る
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
者

（
週
労
働
時
間
35
時
間
以
上
）
の
割
合
を
、
男

女
別
で
比
較
し
て
み
た
い
（
図
表
３

－

３

－

１
）。
ほ
と
ん
ど
の
国
で
男
女
と
も
、
現
職
の

ほ
う
が
フ
ル
タ
イ
ム
の
割
合
が
増
え
て
い
る
。

タ
イ
は
女
性
だ
け
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
の
割

合
は
１
・
８
％
と
わ
ず
か
で
あ
る
。
一
方
で
、

男
女
と
も
に
減
っ
て
い
る
の
が
日
本
で
あ
る
。

日
本
男
性
は
３
・
７
％
と
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、

日
本
女
性
は
19
・
８
％
も
減
少
し
て
い
る
。

　
続
い
て
、
無
期
雇
用
の
割
合
も
同
じ
よ
う
に

比
較
し
て
み
る
と
（
図
表
３

－

３

－

２
）、
日

本
女
性
だ
け
が
数
値
を
減
ら
し
て
い
る
。
そ
れ

も
27
・
０
％
と
い
う
大
幅
減
で
あ
る
。
他
国
は

逆
で
、
男
女
と
も
無
期
雇
用
の
数
値
が
大
幅
に

増
え
て
い
る
。

　
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
日
本
女
性
の
最
も
高

い
退
職
理
由
が
「
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介
護

の
た
め
」
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
転
職

に
よ
っ
て
、
正
社
員
で
も
時
間
に
融
通
が
き
く

パ
ー
ト
タ
イ
ム
（
週
労
働
時
間
35
時
間
未
満
）、

も
し
く
は
有
期
雇
用
に
変
え
た
（
も
し
く
は
変

え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
）
と
解
釈
で
き
る
。
一

方
で
、
イ
ン
ド
女
性
の
場
合
も
、
同
退
職
理
由

の
選
択
率
が
３
番
目
に
高
い
11
・
５
％
だ
っ
た

が
、
こ
ち
ら
は
転
職
に
よ
っ
て
働
き
方
が
変
わ

3-

3
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っ
た
様
子
は
な
い
。
つ
ま
り
、
変
わ
ら
ず
、
フ

ル
タ
イ
ム
の
無
期
雇
用
で
働
く
割
合
が
高
い
。

　
ほ
か
に
注
目
す
べ
き
は
、
日
本
以
外
の
国
で
、

大
幅
に
無
期
雇
用
が
増
え
て
い
る
こ
と
だ
。
こ

れ
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
間
も
な
い
頃
は
有
期

雇
用
で
働
き
、
時
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
無

期
雇
用
に
移
行
す
る
と
い
う
各
国
の
労
働
慣
行

を
表
し
て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の

流
れ
が
転
職
に
よ
っ
て
も
阻
害
さ
れ
な
い
傾
向

が
見
ら
れ
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
。

ア
ジ
ア
の
常
識 

そ
の
1 

転
職
す
れ
ば
出
世
す
る

　
転
職
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
は
、

昇
進
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

転
職
回
数
の
違
い
に
よ
り
、
現
在
管
理
職
で
あ

る
確
率
が
違
う
の
か
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ

れ
を
検
証
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
転
職
１
回

経
験
者
、
２
回
、
３
回
以
上
経
験
者
の
管
理
職

で
あ
る
確
率
が
、
転
職
未
経
験
者
と
比
べ
て
違

う
の
か
分
析
を
行
っ
た
（
図
表
３

－

３

－

３
）。

有
意
差
（
統
計
的
差
異
が
認
め
ら
れ
る
）
が
あ

る
場
合
の
み
、
そ
の
違
い
を
表
す
数
字
（
＝
オ

ッ
ズ
比
）
を
表
示
し
た
。
こ
の
数
字
が
１
よ
り

も
大
き
く
な
る
場
合
は
管
理
職
で
あ
る
確
率
が

増
え
、
逆
に
１
よ
り
小
さ
い
ほ
ど
減
る
。

　
ま
ず
、
転
職
回
数
に
よ
る
明
ら
か
な
違
い
が

出
て
い
る
の
が
日
本
で
あ
る
。
男
女
と
も
に
、

す
べ
て
有
意
差
が
あ
る
。
オ
ッ
ズ
比
は
１
よ
り

小
さ
く
、
し
か
も
転
職
回
数
を
増
す
ご
と
に
減

少
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
日
本
で
は
転
職
す
る

ほ
ど
管
理
職
に
な
り
に
く
い
。

　
一
方
で
、
他
の
国
で
有
意
差
が
あ
る
場
合
の

オ
ッ
ズ
比
は
、
す
べ
て
１
よ
り
大
き
い
。
こ
れ

3-3-2
Permanent（無期雇用）で働く割合の変化
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は
転
職
経
験
者
の
管
理
職
で
あ
る
確
率
が
転
職

未
経
験
者
に
比
べ
て
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
詳
細
を
見
る
と
、
中
国
（
男
性
）、
タ
イ
（
男

性
）
は
、
転
職
未
経
験
者
よ
り
２
回
経
験
者
の

ほ
う
が
管
理
職
で
あ
る
確
率
が
高
く
、
３
回
以

上
の
人
は
さ
ら
に
そ
の
数
値
が
上
が
る
。
イ
ン

ド
（
男
性
）
も
、
転
職
未
経
験
者
よ
り
、
２
回
、

３
回
以
上
転
職
し
て
い
る
人
の
管
理
職
で
あ
る

確
率
が
高
い
が
、
３
回
以
上
に
な
る
と
、
２
回

の
人
よ
り
少
し
だ
け
確
率
が
低
く
な
る
。
ア
メ

リ
カ
（
男
性
）
は
、
転
職
未
経
験
者
に
比
べ
て
、

転
職
経
験
者
の
管
理
職
で
あ
る
確
率
が
高
い
が
、

最
も
高
い
の
が
１
回
経
験
者
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ

ム
（
男
性
）
は
、
転
職
未
経
験
者
に
比
べ
て
、

１
回
経
験
者
の
管
理
職
で
あ
る
確
率
だ
け
が
高

く
な
る
。

　
女
性
に
つ
い
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
（
女
性
）
で

転
職
未
経
験
者
よ
り
、
２
回
の
人
の
ほ
う
が
管

理
職
で
あ
る
確
率
が
高
く
、
３
回
以
上
に
な
る

と
さ
ら
に
上
が
る
。
韓
国
（
女
性
）、
マ
レ
ー

シ
ア
（
女
性
）
は
、
転
職
未
経
験
者
よ
り
２
回

経
験
者
の
管
理
職
で
あ
る
確
率
が
高
い
。

　
一
方
で
、
オ
ッ
ズ
比
を
表
示
し
て
い
な
い

（
有
意
差
が
な
い
）
と
こ
ろ
の
意
味
も
重
要
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
転
職
経
験
、
転
職
回
数
が
管

理
職
で
あ
る
確
率
に
関
係
な
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
は
、
男
女
と
も
す
べ
て
の
転
職
回
数
で
、

有
意
差
が
な
い
が
、
こ
れ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
お
い
て
、
転
職
を
重
ね
て
も
、
重
ね
な
く
て

も
、
管
理
職
で
あ
る
確
率
に
は
関
係
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
中
途
入
社
者

は
、
生
え
抜
き
組
に
比
べ
て
昇
進
が
不
利
だ
と

い
わ
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
こ
の
８
カ
国
に
限

る
と
日
本
だ
け
の
話
の
よ
う
だ
。

ア
ジ
ア
の
常
識 

そ
の
２ 

転
職
す
れ
ば
年
収
が
上
が
る

　
次
に
転
職
を
繰
り
返
す
こ
と
が
年
収
の
増
減

に
影
響
を
与
え
る
の
か
を
調
べ
て
み
た
。
現
在

の
勤
務
先
へ
の
転
職
に
よ
り
、
年
収
が
「
増
え

た
」「
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
」「
減
っ
た
」

の
３
つ
の
選
択
肢
を
用
意
し
た
。
図
表
３

－

３

－

４
は
、
転
職
回
数
ご
と
に
、「
増
え
た
」「
減

っ
た
」
の
割
合
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
日
本
人
を
対
象
に
し
た
調
査
で
は
、
こ
の

設
問
は
存
在
し
な
い
の
で
、
代
わ
り
に
、
転
職

前
と
１
年
後
の
年
収
を
実
数
で
尋
ね
た
設
問
を

活
用
し
、「
10
％
以
上
増
え
た
場
合
」「
10
％
以

上
減
っ
た
場
合
」
の
割
合
を
集
計
し
て
い
る
。

　
転
職
回
数
で
の
比
較
を
行
う
前
に
、
ま
ず

「
転
職
あ
り
計
」
の
数
値
を
見
て
ほ
し
い
。
転

職
に
よ
っ
て
年
収
が
減
る
国
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

増
え
る
の
が
普
通
な
の
だ
。「
増
え
た
」
割
合

が
最
も
高
い
の
は
、
中
国
（
男
性
82
・
９
％
、

女
性
84
・
４
％
）
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
男
性

80
・
７
％
、
女
性
75
・
7
％
）、
イ
ン
ド
（
男

性
78
・
０
％
、
女
性
73
・
５
％
）、
マ
レ
ー
シ

ア
（
男
性
68
・
２
％
、
女
性
75
・
２
％
）、
ア

メ
リ
カ
（
男
性
65
・
３
％
、
女
性
65
・
１
％
）

と
高
い
水
準
で
続
く
。
ベ
ト
ナ
ム
（
男
性
55
・

６
％
、女
性
57
・
７
％
）、韓
国
（
男
性
53
・
８
％
、

女
性
53
・
６
％
）
で
も
過
半
数
を
占
め
る
。

「
減
っ
た
」
割
合
は
、
男
性
で
は
韓
国

（
９
・
６
％
）
が
最
も
高
い
。
女
性
で
は
韓
国

（
15
・
０
％
）、
ア
メ
リ
カ
（
11
・
６
％
）、
タ

イ
（
10
・
７
％
）
と
続
く
が
、
割
合
は
少
な
い
。

　
転
職
回
数
で
見
る
と
、
年
収
増
減
に
明
ら
か

3-3-3
転職すると管理職である確率はどうなるか  3-

3

※転職なしと比べて、10％以上有意に差がある場合のみオッズ比を掲載
※管理職である場合を1、ない場合を0としたロジット分析
※上記の転職回数ダミーのほかに、年齢を説明変数に入れコントロールしている

中国
韓国
インド
タイ

マレーシア
インドネシア
ベトナム
アメリカ
日本

男性 女性
1回 2回 3回以上 1回 2回 3回以上

1.77 3.41

2.33 2.13
2.55 2.57

2.01

2.29 1.99
0.48 0.20

2.33
0.65

1.98

2.35

3.30

2.42

0.240.31 0.13

2.44
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な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
転
職
を
重

ね
て
も
、
年
収
が
増
え
る
人
が
や
は
り
多
い
の

だ
。

日
本
の
特
異
性
が
明
ら
か
に 

転
職
で
年
収
が
下
が
る
ケ
ー
ス
も

　
そ
う
し
た
な
か
、
転
職
が
年
収
に
も
た
ら
す

影
響
が
特
異
な
国
が
あ
る
。
日
本
で
あ
る
。
増

減
の
定
義
が
ほ
か
と
は
違
う
の
で
、
日
本
だ
け

の
数
値
の
違
い
に
注
目
す
る
と
、
年
収
へ
の
影

響
は
男
女
差
が
大
き
い
こ
と
、
男
女
と
も
に
年

収
が
減
る
人
が
少
な
く
な
い
こ
と
、
女
性
に
つ

い
て
は
転
職
に
よ
り
年
収
が
減
る
人
が
多
い
こ

と
が
わ
か
る
。

　
詳
細
を
見
る
と
、「
10
％
以
上
増
え
た
人
」

が
男
性
の
40
・
６
％
に
比
べ
、女
性
は
28
・
３
％

と
差
が
大
き
い
。「
10
％
以
上
減
っ
た
人
」
が

男
性
で
25
・
０
％
と
少
な
く
な
く
、
女
性
で
は

41
・
４
％
と
、「
10
％
増
」
よ
り
も
高
い
。
つ

ま
り
、
日
本
で
は
転
職
に
よ
っ
て
年
収
が
増
え

る
人
も
減
る
人
も
い
る
。
女
性
の
場
合
は
年
収

が
下
が
る
人
の
ほ
う
が
多
い
。

3-3-4
転職前後の年収の変化
（※数字は％）

中
国

韓
国

イ
ン
ド

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ベ
ト
ナ
ム

ア
メ
リ
カ

日
本

※転職前後の年収の変化を「1．増えた、2.ほとん
ど変わらなかった、3．減った」の3つの選択肢で聞
いている
日本調査のみ、転職前と1年後の年収を実数で聞
いたものを、10％以上増、10％以上減で集計した
割合であるため、ほかとの比較に注意が必要であ
る

　
こ
の
結
果
は
、
先
に
見
た
転
職
理
由
と
合
わ

せ
る
と
整
合
的
で
あ
る
。
日
本
以
外
の
国
の
退

職
理
由
は
「
賃
金
へ
の
不
満
」
の
割
合
が
高
か

っ
た
。
転
職
先
は
、
当
然
、
賃
金
を
考
慮
し
て

決
め
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
日
本
の
退
職
理
由

は
多
様
で
あ
り
、
賃
金
だ
け
で
は
な
い
。
転
職

先
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
に
応
じ
て
決
め
る
。

結
婚
や
出
産
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
期

に
退
職
し
た
女
性
は
、
賃
金
よ
り
も
働
き
方
を

重
視
し
て
転
職
先
を
決
め
る
は
ず
だ
。

男性

3回
以上2回1回転職

あり計

82.9

3.1

82.2

2.2

82.1

1.8

85.7

7.1

84.4

3.9

83.9

3.2

91.5

2.1

77.8

6.7

増
え
た

減
っ
た

女性

3回
以上2回1回転職

あり計

53.8

9.6

55.6

8.9

62.5

0.0

45.7

17.1

53.6

15.0

47.7

18.2

60.0

17.1

54.1

11.5

増
え
た

減
っ
た

78.0

3.0

74.4

4.7

85.7

0.0

75.9

3.7

73.5

6.2

65.5

10.3

86.4

2.3

65.0

7.5

増
え
た

減
っ
た

57.4

4.7

62.5

5.0

53.5

7.0

56.9

3.1

62.3

10.7

60.0

16.0

78.0

2.4

54.4

11.8

増
え
た

減
っ
た

68.2

2.6

72.7

0.0

61.5

5.8

71.2

1.5

75.2

5.0

80.5

2.4

84.8

0.0

67.2

9.0

増
え
た

減
っ
た

80.7

1.3

86.5

2.7

77.1

0.0

79.5

1.3

75.7

7.1

64.3

17.9

73.0

2.7

81.3

5.3

増
え
た

減
っ
た

55.6

8.1

61.5

12.8

50.0

5.3

55.3

6.4

57.7

3.5

71.0

3.2

43.9

7.3

60.0

1.4

増
え
た

減
っ
た

65.3

6.1

58.6

17.2

76.5

0.0

60.0

2.9

65.1

11.6

68.6

15.7

69.2

11.5

59.6

7.7

増
え
た

減
っ
た

40.6

25.0

45.3

30.7

26.9

23.1

40.7

11.1

28.3

41.4

34.7

33.3

19.1

51.1

26.7

46.7

増
え
た

減
っ
た
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※ 大学を卒業してから現在までの仕事の履歴についての設問（入社年月、退職年月）から、各年齢での就業状態（いくつ目の仕事か、もしくはブランクか）を割り
出して集計

　仕事の履歴についての設問では、初職と現職以外は、3カ月以上継続したもののみ記述してもらう形式のため、3カ月未満の仕事は集計に含まれていない
　本報告書の3-1-1の「転職回数（転職回数を聞いた設問を活用）」と、この集計は、別の設問なので注意が必要である
　年齢が上がると集計対象者（その年齢を経験した人）の数が減る。すべての国で集計対象者数が50を上回る33歳までの集計とした

44

より詳しく知りたい人のためのデータ集Ⅲ

中国

年齢を重ねると仕事経験数の分布はどう変化するのか
※仕事と仕事の間は、仕事をしていない状態（ブランク）を示している

韓国 インド

タイ マレーシア インドネシア

ベトナム アメリカ 日本

在学中 １つ目の仕事 2つ目の仕事 3つ目の仕事 それ以上
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男性
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中国

女性

韓国 インド

タイ マレーシア インドネシア

ベトナム アメリカ 日本

在学中 １つ目の仕事 2つ目の仕事 3つ目の仕事 それ以上
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